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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第84期

第２四半期連結
累計期間

第84期
第２四半期連結
会計期間

第83期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（百万円） 27,940 15,217 60,693

経常損益（△は損失）（百万円） △98 467 1,088

四半期（当期）純損益（△は損失）（百万円） △323 298 580

純資産額（百万円） － 20,069 20,966

総資産額（百万円） － 47,228 46,925

１株当たり純資産額（円） － 364.11 376.61

１株当たり四半期（当期）純損益金額（△は損失）（円） △5.88 5.42 10.56

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 42.42 44.16

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
348 － 949

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△706 － △668

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
395 － △502

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円） － 3,017 2,999

従業員数（人） － 1,280 1,183

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、第84期第２四半期連結累計期間は、１株当たり四半期

純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第84期第２四半期連結会計期間は、潜

在株式が存在していないため記載しておりません。潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 1,280    

(注）　従業員は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含む。）であります。

 

(2）提出会社の状況

 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 432 (45)

(注）　従業員は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者

数（パートタイマー、人材派遣会社からの派遣社員）は、当第２四半期会計期間の平均人数を（　）外数で記

載しております。
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第２【事業の状況】

１【受注及び販売の状況】

(1）受注実績

　当第２四半期連結会計期間の情報システム関連事業、建設資材関連事業および空調設備工事関連事業の受注実績

は、次のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

事業の種類別セグメントの名称 受注高 受注残高

情報システム関連事業 1,722 4,256

建設資材関連事業 3,852 13,272

空調設備工事関連事業 1,903 11,597

　（注）１．受注実績の金額には、セグメント間の内部受注高および受注残高を含めて記載しております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
　（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）　

情報システム関連事業 2,342

化学品関連事業 5,298

建設資材関連事業 2,997

空調設備工事関連事業 1,914

燃料関連事業 2,120

樹脂・エレクトロニクス関連事業 773

その他 108

合計 15,555

　（注）１．販売実績の金額には、セグメント間の内部売上高を含めて記載しております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

　　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1）業績の状況　

　当第2四半期連結会計期間の当社グループの売上高は152億17百万円となりました。一方、利益面につきましては、営

業利益は4億81百万円、経常利益は4億67百万円、第2四半期純利益は2億98百万円となりました。

　売上高につきましては、建設資材関連事業が前年同期を下回ったものの、化学品関連事業および燃料関連事業が前

年同期を上回ったことを主要因に増加いたしました。

　また、利益面につきましては、売上高の増加および利益率の改善により売上総利益が増加したことから、前年同期に

比べ増加いたしました。

 

（事業の種類別セグメントの状況）　

　営業損益の大きい事業セグメント順に記載いたします。　

 

＜情報システム関連事業＞　

　「北陸地区」は、地域密着型のサポート体制を武器に、既存のお客様との取引拡大を図るとともに、新規のお客様開

拓を進めてまいりました。

　「首都圏」は、当社オリジナルのソリューションを武器に、ビジネスの拡大を推進してまいりました。

　「オリジナルソフトサービス面」では、「POWER EGG
®
」について、メジャーバージョンアップ版「POWER EGG

®

2.0」を本年8月にリリースいたしました。

　以上の結果、受注高は17億22百万円となりました。一方、売上計上が第2四半期末および年度末に集中するという特

徴があることから、売上高は23億42百万円、営業利益は3億53百万円となりました。
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　なお、下半期は、首都圏において、当社オリジナルのソリューションによる事業拡大をさらに推し進めるべく、人員

増強を図ってまいります。特に、「POWER EGG
®
2.0」については、発売開始以来、お客様の評価も高く、引き合いが増

加しておりますので、当社グループを挙げて受注獲得に努めてまいります。 

 

＜化学品関連事業＞　

　「無機・有機化学品」は、市場の極端な値上げ基調が続くなか、当社では、お客様に単価アップのご理解をいただく

一方、当社の強みを活かした使用済み化学品の引き取りや新たな化学品の増販に傾注いたしました結果、売上高は前

年同期を上回りましたが、営業利益は、急激な価格シフトによる利益率の悪化に加え、安定調達・安定供給向上のた

めの物流システムへの投資に伴う経費増により前年同期比で減少いたしました。一方、北陸地区を事業基盤とする子

会社では、既存のお客様との取引拡大および新規ビジネスが軌道に乗ってきたことにより、売上高および営業利益と

もに前年同期比で増加いたしました。

　「医薬品原薬」は、ジェネリック医薬品の使用促進策が推進されるなか、当初想定以上に需要が拡大したことから、

売上高および営業利益ともに前年同期比で増加いたしました。

　以上の結果、売上高は52億98百万円、営業利益は2億22百万円となりました。

 

　なお、下半期もしばらく上半期同様の傾向が続くものと予想されることから、将来を見据えた物流システムの増強、

ならびにパートナー企業とのアライアンス等を積極的に推進し、さらなる事業拡大に努めてまいります。

 

＜建設資材関連事業＞　

　「首都圏の分譲マンション向け」は、首都圏の新規マンション供給戸数が激減する厳しい事業環境のなか、昨年10

月での子会社2社の合併により強化された商品調達力を武器に、利益率の向上を目指し、ディベロッパーやゼネコン

等のお客様に対して積極的な提案活動を推進してまいりました。

　「北陸地区」は、厳しい事業環境が続くなか、メンテナンスおよびリニューアルを切り口として地域密着型の営業

活動を展開してまいりました。

　以上の結果、受注高は、マンション市況低迷の影響を受け38億52百万円となりました。一方、売上計上が第2四半期末

および年度末に集中するという特徴があることから、売上高は29億97百万円、営業利益は、利益率の改善および経費

削減に努めました結果、1億8百万円となりました。

 

　なお、下半期もマンション市況低迷により、厳しい状況が続くと予想されるなか、受注確保に邁進する一方で、利益

率の改善および経費削減に取り組んでまいります。 

 

＜空調設備工事関連事業＞　

　「首都圏」は、マンション市況が大幅に低迷するなか、営業方針の変更を行い、オフィスビル・リニューアル工事案

件を中心に、提案型営業を積極的に展開するとともに、人材の増強による施工体制の強化を図り、受注拡大に努めて

まいりました。

　「北陸地区」は、需要低迷、原材料の高騰という厳しい事業環境のなか、これまでの事業基盤を活かした営業活動を

推進するとともに、リニューアル提案を積極的に推し進めてまいりました。

　以上の結果、受注高は、オフィスビルおよびリニューアル工事案件が着実に受注に結びついたものの、マンション市

況低迷の影響を受け、19億3百万円となりました。一方、売上高は、マンション工事案件は減少したものの、リニューア

ル工事案件および北陸地区の大型工事案件の増加により19億14百万円、営業利益は、人員増強に伴い経費が増加した

ものの、利益率の改善による売上総利益の増加により73百万円となりました。

 

　なお、当社空調事業部では、ここ数年間での人員増加に伴い組織が急激に拡大するなか、品質の維持・向上を推進す

るとともに、営業・技術部門の業務効率化をサポートすべく、本年11月1日付にて組織横断的な部門を分離・独立し、

新たに「空調サービス本部」を設置、内部統制機能の強化をも図ってまいります。

　一方、営業面では、首都圏は、マンション市況が大きく低迷するなか、オフィスビルに注力する一方、近年取り組んで

きたリニューアル工事について着実に成果に結びついてきたことから、さらなる受注拡大を図るべく「リニューア

ル部」を設置いたしました。また、北陸地区は、建設需要が低迷するなか、従来以上に営業と技術との一体化を図り、

スピーディーにお客様に対応すべく「北陸統括部」を設置いたしました。　

 

＜燃料関連事業＞　

　原油高に伴い「産業用燃料」および「ＬＰＧ」の仕入価格が上昇する厳しい状況のなか、お客様への値上げ交渉を

地道に進めるとともに、地域密着型の営業活動を展開してまいりました結果、売上高は21億20百万円、営業利益は35

百万円となりました。
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　なお、下半期は、原油価格の下落が見込まれるものの景気悪化の影響を受け、厳しい状況で推移すると予想されるな

か、地域密着型の営業活動を展開し、既存のお客様との取引の維持・拡大、ならびに新規のお客様の開拓を推し進め

てまいります。

 

＜樹脂・エレクトロニクス関連事業＞　

　「金型・樹脂成形品、複合ユニット製品」は、昨年11月よりベトナム第2工場が稼働し生産能力が向上したものの、

当事業の主要マーケットであります自動車部品分野において、北米市場に端を発した世界規模での自動車需要低迷

の影響を受けました。その結果、樹脂成形品の売上高は減少し、また、ベトナム製造工場の稼働率低下も余儀なくされ

ましたが、その一方で、自動車部品用金型は順調に増加いたしました。

　「電子部品・電子材料関連」は、前年度後半より新たに取り組み始めた部品実装ビジネスの増加により売上高は増

加いたしました。

　以上の結果、売上高は7億73百万円となりましたものの、営業損益は、ベトナム製造工場での稼働率低下の影響を大

きく受け43百万円の損失となりました。

 

　なお、下半期も引き続き厳しい事業環境が予想されるなか、金型・樹脂成形品ビジネスについて、お客様のニーズで

ある現地調達率向上に対し、金型のベトナム現地製造を推進することで、受注拡大および利益率向上を図ってまいり

ます。 

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は30億17百万円となり、第１四半期連結会計期間

末と比較して5億5百万円の増加となりました。

　「営業活動によるキャッシュ・フロー」は1億17百万円の収入となりました。当第２四半期連結会計期間の主なプ

ラス要因は、税金等調整前四半期純利益4億50百万円、仕入債務の増加額8億97百万であり、主なマイナス要因は、たな

卸資産の増加額9億38百万円であります。

　「投資活動によるキャッシュ・フロー」は3億81百万円の支出となりました。当第２四半期連結会計期間の主な要　

因は、投資有価証券の取得による支出2億18百万円であります。

　「財務活動によるキャッシュ・フロー」は7億72百万円の収入となりました。当第２四半期連結会計期間の主な要

因は、短期借入金の増加額7億95百万円であります。

 

(3）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、14百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

  当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 220,000,000

計 220,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 55,176,000 55,176,000
名古屋証券取引所（市場

第二部）
－

計 55,176,000 55,176,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成20年７月１日～

平成20年９月30日　
－ 55,176,000 － 3,702 － 2,702
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（５）【大株主の状況】

 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

三谷   充 石川県金沢市 11,366 20.60

三谷株式会社 東京都中央区築地六丁目19番20号 5,980 10.84

財団法人三谷育英会 石川県金沢市玉川町１番５号 4,702 8.52

三谷  美智子 石川県金沢市 2,505 4.54

有限会社北都代行社 石川県金沢市昭和町16番１号 2,166 3.93

株式会社三谷サービスエンジン 石川県金沢市高尾南三丁目93番地 2,007 3.64

財団法人三谷研究開発支援財団 石川県金沢市玉川町１番５号 2,000 3.62

株式会社北陸銀行 富山県富山市堤町通一丁目２番26号 1,169 2.12

株式会社北國銀行 石川県金沢市下堤町１番地 1,169 2.12

神野  征子 静岡県静岡市葵区 870 1.58

計 － 33,934 61.50
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（６）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　  148,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  54,604,000                54,604 －

単元未満株式 普通株式     424,000 － －

発行済株式総数           55,176,000 － －

総株主の議決権 －                 54,604 －

 

②【自己株式等】

 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

三谷産業㈱
石川県金沢市玉川町

１番５号
146,000 － 146,000 0.26

藤井空調工業㈱
石川県小松市長崎町

三丁目114番地
2,000 － 2,000 0.00

計 － 148,000 － 148,000 0.27

（注）　上記のほか株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株（議決権の数

1個）あります。なお、当該株式数は①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式に含

まれております。

　　 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高 162 190 194 190 180 170

最低 150 158 184 170 160 150

　（注）　最高・最低株価は、名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,263 3,273

受取手形及び売掛金 14,556 16,633

完成工事未収入金 1,138 1,193

商品及び製品 1,279 951

仕掛品 4,515 2,420

未成工事支出金 1,934 1,571

原材料及び貯蔵品 86 80

その他 897 913

貸倒引当金 △112 △66

流動資産合計 27,559 26,971

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 4,458

※1
 4,601

土地 3,677 3,677

その他（純額） ※1
 739

※1
 818

有形固定資産合計 8,875 9,096

無形固定資産

ソフトウエア 795 742

その他 160 184

無形固定資産合計 956 927

投資その他の資産

投資有価証券 8,418 8,486

その他 1,755 1,558

貸倒引当金 △337 △114

投資その他の資産合計 9,837 9,930

固定資産合計 19,668 19,954

資産合計 47,228 46,925
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,726 9,885

工事未払金 963 1,007

短期借入金 8,726 8,078

未払法人税等 244 435

役員賞与引当金 31 134

受注損失引当金 29 27

完成工事補償引当金 35 35

その他 4,909 3,612

流動負債合計 24,667 23,214

固定負債

長期借入金 155 250

退職給付引当金 83 73

役員退職慰労引当金 438 431

その他 1,813 1,989

固定負債合計 2,491 2,744

負債合計 27,158 25,959

純資産の部

株主資本

資本金 3,702 3,702

資本剰余金 2,702 2,702

利益剰余金 12,804 13,293

自己株式 △35 △34

株主資本合計 19,173 19,662

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,196 1,297

繰延ヘッジ損益 △6 △14

為替換算調整勘定 △328 △221

評価・換算差額等合計 861 1,061

少数株主持分 34 242

純資産合計 20,069 20,966

負債純資産合計 47,228 46,925
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 27,940

売上原価 23,888

売上総利益 4,051

販売費及び一般管理費 ※
 4,201

営業損失（△） △149

営業外収益

受取利息 10

受取配当金 56

負ののれん償却額 0

その他 145

営業外収益合計 212

営業外費用

支払利息 67

持分法による投資損失 4

その他 88

営業外費用合計 160

経常損失（△） △98

特別利益

固定資産売却益 0

投資有価証券売却益 0

特別利益合計 0

特別損失

たな卸資産評価損 5

固定資産売却損 0

固定資産除却損 7

投資有価証券評価損 47

特別損失合計 60

税金等調整前四半期純損失（△） △158

法人税等 151

少数株主利益 13

四半期純損失（△） △323
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 15,217

売上原価 12,821

売上総利益 2,395

販売費及び一般管理費 ※
 1,914

営業利益 481

営業外収益

受取利息 6

受取配当金 4

負ののれん償却額 0

その他 76

営業外収益合計 88

営業外費用

支払利息 32

持分法による投資損失 0

その他 68

営業外費用合計 101

経常利益 467

特別利益

固定資産売却益 0

投資有価証券売却益 0

特別利益合計 0

特別損失

固定資産売却損 0

固定資産除却損 7

投資有価証券評価損 9

特別損失合計 17

税金等調整前四半期純利益 450

法人税等 146

少数株主利益 5

四半期純利益 298
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △158

減価償却費 402

負ののれん償却額 △0

持分法による投資損益（△は益） 4

投資事業組合運用損益（△は益） 14

投資有価証券評価損益（△は益） 47

貸倒引当金の増減額（△は減少） 268

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △103

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12

受注損失引当金の増減額（△は減少） 2

受取利息及び受取配当金 △66

支払利息 67

投資有価証券売却損益（△は益） △0

固定資産売却損益（△は益） △0

固定資産除却損 7

売上債権の増減額（△は増加） 2,108

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,811

仕入債務の増減額（△は減少） △182

転貸リースに係る売上修正に伴う増減額（△は
減少）

△205

その他 1,377

小計 791

利息及び配当金の受取額 87

利息の支払額 △57

法人税等の支払額 △473

営業活動によるキャッシュ・フロー 348
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（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △104

定期預金の払戻による収入 117

有形固定資産の取得による支出 △169

有形固定資産の売却による収入 5

無形固定資産の取得による支出 △177

投資有価証券の取得による支出 △362

投資有価証券の売却による収入 0

貸付金の回収による収入 4

その他 △21

投資活動によるキャッシュ・フロー △706

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 612

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △0

長期借入金の返済による支出 △47

配当金の支払額 △165

少数株主への配当金の支払額 △2

自己株式の取得による支出 △1

自己株式の売却による収入 0

財務活動によるキャッシュ・フロー 395

現金及び現金同等物に係る換算差額 △18

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 17

現金及び現金同等物の期首残高 2,999

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,017
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

会計処理基準に関する事項

の変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　たな卸資産

　　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による原

価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する

会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主

として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿

価切下げの方法）により算定しております。

　　なお、変更による損益への影響額は軽微であります。

 （2）「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適

用

　第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理

に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用しており

ます。

　なお、変更による損益への影響はありません。
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当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

 （3）リース取引に関する会計基準の適用

　　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基

準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16

号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から

適用することができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれら

の会計基準等を適用し、リース取引開始日が平成20年４月１日以後の所有権移転外

ファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る会計処理によっており

ます。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方

法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しており

ます。

　　リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を適用しており

ます。

　　なお、変更による損益への影響はありません。
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．一般債権の貸倒見積高の算

定方法

　当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したもの

と著しい変化がないと認められる場合は、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用

して貸倒見積高を算定する方法によっております。

２．固定資産の減価償却費の算

定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定する方法によっております。

３．繰延税金資産及び繰延税金

負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境

等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合は、前連結会

計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法

によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額 ※１．有形固定資産の減価償却累計額

 （百万円）

 7,995

 （百万円）

 7,811

　２．受取手形割引高 88 　２．受取手形割引高 146

　３．受取手形裏書譲渡高 238 　３．受取手形裏書譲渡高 107
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（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 （百万円）

従業員給料 1,024

役員賞与引当金繰入額 31

役員退職引当金繰入額 38

貸倒引当金繰入額　 318

 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 （百万円）

従業員給料 523

役員賞与引当金繰入額 20

役員退職引当金繰入額 25

貸倒引当金繰入額　 △43

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）
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当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

 （百万円）

現金及び預金勘定    3,263

預入期間が３ヶ月を超える定期預金     △196

担保に供している定期預金     △50

現金及び現金同等物     3,017

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　55,176千株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　 　　152千株

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年５月14日

取締役会
普通株式 165 3 平成20年３月31日平成20年６月11日利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年10月29日

取締役会
普通株式 165 3 平成20年９月30日平成20年12月11日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

 （単位：百万円）
 
 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

 

情報シス
テム関連
事業
 

化学品関
連事業
 

建設資材
関連事業
 

空調設備
工事関連
事業
 

燃料関連
事業
 

樹脂・エ
レクトロ
ニクス関
連事業
 

その他
 

計
 

消去又は
全社
 

連結
 

売上高                                         

(1）外部顧客に対

する売上高
    2,297    5,295   2,872    1,858   2,094    772     26    15,217    －     15,217

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

   44    3    125   56     25   1    81     338 (338)    －

計     2,342    5,298    2,997    1,914   2,120   773     108    15,555(338)    15,217

営業利益又は営

業損失（△）
   353    222    108    73    35    △43    19   768 (287)    481

  

（単位：百万円） 

 
当第２四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

 

情報シス
テム関連
事業
 

化学品関
連事業
 

建設資材
関連事業
 

空調設備
工事関連
事業
 

燃料関連
事業
 

樹脂・エ
レクトロ
ニクス関
連事業
 

その他
 

計
 

消去又は
全社
 

連結
 

売上高                                         

(1）外部顧客に対

する売上高
    2,988    10,442    4,657    4,152    4,157   1,489    53    27,940    －   27,940

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

   83   7     366    95    40    1     157    752   (752)     －

計    3,072    10,449    5,023    4,248    4,197    1,490   210    28,693   (752)  27,940

営業利益又は営

業損失（△）
   141     467    △205    21     119    △66    32    508 (658)  △149

　（注）１．事業区分の方法

事業区分の方法は、商品および役務の種類、性質等を勘案してセグメンテーションし、主要な事業として、情

報システム関連事業、樹脂・エレクトロニクス関連事業、化学品関連事業、空調設備工事関連事業、建設資材

関連事業、燃料関連事業およびマンション・ビル等の保全管理等のその他の事業に分類しております。
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２．各事業区分の事業内容

事業区分 事業内容

情報システム関連事業

システムインテグレーションサービス、パッケージソフトェアの開発・販売、ネットワーク・

セキュリティ等の情報インフラの構築、ハードウェアの保守、システムの保守・運用サポート

サービス、アウトソーシングサービス（ホスティング・ハウジング・データ保管・バックアッ

プサービス）

樹脂・エレクトロニク

ス関連事業

金型の設計・製造・販売、複合ユニット製品（樹脂・電子部品）・樹脂成形品の製造・販売、

電子部品の販売（セラミック基板、ハイブリッドＩＣ、電気二重層キャパシタ、半導体製品

等）、樹脂材料の販売

化学品関連事業

化学品の販売（塩酸、硫酸、苛性ソーダ、その他無機・有機化学品）、機能性材料の受託製造・

販売（機能性食品、機能性樹脂、触媒、医薬・農薬中間体、電子材料）、医薬品原薬の製造・販

売、化学品・環境に係わるコンサルティング・コーディネーション

空調設備工事関連事業 空調設備・給排水衛生設備・クリーンルーム・消防設備・冷凍冷蔵設備工事の設計施工

建設資材関連事業

住宅機器の販売・設計施工（ユニットバス、システムキッチン、洗面化粧台、造付家具等）、空

調機器の販売・設計施工、セメント・生コンクリートの販売、杭工事の施工、システム収納・シ

ステムキッチン・洗面化粧台等の開発・製造・販売・設計施工

燃料関連事業 石油製品・ＬＰＧ・石油コークスの販売

その他 マンション・ビル等の保全管理

 

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

 

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 

EDINET提出書類

三谷産業株式会社(E02692)

四半期報告書

24/28



（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）　

その他有価証券で時価のあるもの

（単位：百万円）

 取得原価
四半期連結貸借
対照表計上額

差額

（１）株式    3,723    5,715    1,991

（２）債券    

　　　国債・地方債等 － － －

　　　その他 － － －

（３）その他 － － －

合計     3,723     5,715     1,991

（注）　当第２四半期連結累計期間において、その他有価証券で時価のある株式について45百万円減損処理を行ってお

ります。

なお、減損処理にあたっては、期末における時価の取得原価に対する下落率が50％以上の銘柄については全て

減損処理を行い、30％以上50％未満の銘柄については時価の回復可能性を検討した上で減損処理を行っており

ます。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 364円11銭 １株当たり純資産額 376円61銭

 

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △５円88銭 １株当たり四半期純利益金額 ５円42銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（百万円） △323 298

普通株主に帰属しない金額（百万円）     －     －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（百万円）
△323 298

期中平均株式数（千株） 55,026 55,025

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

平成20年10月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 ① 中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　165百万円

 ② １株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　 　　 3円

 ③ 支払請求の効力発生日及び支払開始日　 　平成20年12月11日

（注）　平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成20年11月11日

三谷産業株式会社

取締役会　御中
 

あずさ監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 近藤　久晴

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 浜田　　亘

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三谷産業株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三谷産業株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。　

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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